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平
成
27
年
舟
橋
村
成
人
式

　

日
時　

平
成
27
年
１
月
11
日
㈰

午
前
9
時
30
分
〜
　
写
真
撮
影

午
前
10
時
〜
　
　
　
式
典

　

場
所　

舟
橋
会
館
大
ホ
ー
ル

※
該
当
者
は
、
平
成
6
年
4
月
2
日
～
平
成
7
年

4
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

　
　
　

◦
問
い
合
わ
せ
先

舟
橋
会
館　

℡
４
６
４

－

１
１
２
６

消
防
出
初
式
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

平
成
27
年
１
月
4
日
㈰
、
午
前
8
時
30
分
よ
り
役
場

前
に
て
消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
、
一
斉
放
水
の
後
、
各
地
区
を
巡
回
、
消
火
栓
点
検

と
と
も
に
、
放
水
を
行
い
ま
す
の
で
、
地
区
住
民
の
皆

様
の
ご
参
加
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
☆
★

★
☆
★

舟
橋
村
長　

金
　
森
　
勝
　
雄

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
心
あ
ら
た
に
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
昨
年
中
は
、

村
政
全
般
に
わ
た
り
ま
し
て
皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ま
ず
、
年
末
の
衆
議
院
議
員

総
選
挙
で
は
、
自
由
民
主
党
が
２
９
１
議
席
を
獲
得
し
、
引

き
続
き
政
権
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

選
挙
の
結
果
、
国
民
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
持
続
し
て
い
く

こ
と
を
支
持
い
た
し
ま
し
た
が
、
２
０
１
７
年
４
月
ま
で
の

18
ヶ
月
の
間
に
景
気
回
復
と
い
う
大
き
な
課
題
を
克
服
し
て

い
く
政
策
が
必
要
で
あ
り
、
自
由
民
主
党
を
中
心
と
す
る
政

権
与
党
の
更
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
に
は
、
名
城
大
学

の
赤
崎
勇
教
授
、
名
古
屋
大
学
の
天
野
浩
教
授
、
米
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
の
中
村
修
二
教
授
の

三
人
の
日
本
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
三
人
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
高

輝
度
白
色
光
源
の
基
礎
研
究
か
ら
製
品
化
ま
で
、
発
明
・
開

発
に
直
接
関
わ
り
、
日
本
発
の
世
界
に
誇
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
受
賞
が
学
生
や
若
い
研
究
者

の
目
標
と
な
り
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、
今
後
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
が
現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
本
村
で
は
、
昨
年
10
月
1
日
に
上
市
消
防
署
舟
橋

分
遣
所
が
開
所
い
た
し
ま
し
た
。
分
遣
所
に
は
、
署
員
9
名

の
も
と
に
救
急
車
両
及
び
消
防
車
両
が
配
備
さ
れ
て
、
村
民

の
緊
急
時
対
応
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
本
村
の

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
3
月
に
は
「
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
時
代
」

に
対
応
す
る
舟
橋
村
環
境
総
合
整
備
計
画
を
策
定
い
た
し
ま

し
た
。
本
計
画
は
、
舟
橋
村
が
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

村
と
し
て
発
展
す
る
た
め
今
後
10
年
間
に
取
り
組
む
施
策
を

示
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。「
子
育
て
す
る
な
ら
舟
橋
村
・

住
み
続
け
る
な
ら
舟
橋
村
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
全
て

の
世
代
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
お

り
、
そ
の
基
盤
と
な
る
の
が
村
民
の
皆
様
の
強
い
結
び
つ
き

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
な
は
し
む
ら
健
康
構
想
」
の
構
想
目
標
で
も

あ
る
「
生
涯
を
通
し
『
住
ん
で
よ
か
っ
た
』
村
」
と
思
え
る

舟
橋
村
に
向
け
て
、
皆
様
と
協
働
で
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
更
に
第
四
次
舟
橋
村
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
命
か
が

や
く　
笑
顔
あ
ふ
れ
る　
し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い　
ふ
な
は
し
」

の
将
来
像
に
向
け
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
3
月
14
日
に
は
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
、
多

く
の
方
が
富
山
県
を
訪
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
富
山
県

を
、
そ
し
て
日
本
一
小
さ
な
舟
橋
村
を
村
民
の
皆
様
と
一
緒

に
な
っ
て
盛
り
上
げ
、
全
国
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
で

幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
祝
賀
式
典
の
お
知
ら
せ

　

輝
か
し
い
平
成
27
年
の
新
春
を
祝
い
、
限
り
な
い
村

の
発
展
を
祈
念
す
る
「
新
年
祝
賀
式
典
」
を
左
記
の
と

お
り
挙
行
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

日
時　

平
成
27
年
１
月
１
日
㈷
午
前
9
時
30
分

場
所　

舟
橋
会
館
大
ホ
ー
ル
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◆

［平成26年度補正予算］
◦一 般 会 計
　補正額　2,193万3,000円の増額
　　（累計16億4,660万7,000円）

〈主な補正〉
・社会保障・税番号制度システム整備費

725万3千円
・農地台帳システム整備費� 459万円
・舟橋駅前モニュメント時計塔改修工
事費� 270万2千円

12月定例村議会開催

質
問　

資
源
ご
み
の
収
集
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
整
備
及
び
資
源
ご
み
の

販
売
実
績
、
収
集
対
策
Ｐ
Ｒ
の
徹

底
に
つ
い
て

副
村
長　

本
村
の
資
源
ご
み
売
り

払
い
金
は
、
平
成
22
年
の
１
１
５

万
円
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ

り
、
25
年
度
実
績
は
７
７
３
千
円

で
あ
っ
た
。
原
因
と
し
て
は
、
缶

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
製
造
元
が
ス
チ

ー
ル
缶
か
ら
ア
ル
ミ
缶
に
切
り
替

わ
っ
た
こ
と
等
で
、
富
山
地
区
広

域
圏
構
成
団
体
全
体
の
傾
向
と
な

っ
て
い
る
。
資
源
ご
み
の
回
収
箇

所
及
び
回
収
回
数
が
多
い
方
が
回

収
率
向
上
に
つ
な
が
る
が
、
費
用

対
効
果
を
考
え
た
場
合
、
実
施
は

難
し
い
。
今
後
も
リ
サ
イ
ク
ル
は

も
ち
ろ
ん
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー

ス
の
３
Ｒ
活
動
を
推
進
し
、
資
源

の
有
効
活
用
と
よ
り
良
き
生
活
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

質
問　

新
年
度
予
算
編
成
に
人
口

減
少
問
題
に
対
す
る
予
算
化
等
の

考
え
に
つ
い
て

村
長　

人
口
減
少
施
策
に
重
要
な

こ
と
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
暮
ら
し
や
す
い
住
環
境
を
創
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
基
盤
と
な
る

の
が
、
住
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
と
も
に

支
え
合
え
る
環
境
が
整
っ
て
い
る

こ
と
で
誰
も
が
安
心
し
て
子
供
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
、

ま
た
高
齢
期
を
迎
え
て
も
地
域
に

居
場
所
や
役
割
が
あ
る
こ
と
で
、

住
み
た
い
・
住
ん
で
い
て
良
か
っ

た
と
の
思
い
が
芽
生
え
る
。
舟
橋

村
環
境
整
備
計
画
は
、
地
域
力
を

柱
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
あ

り
、
そ
の
実
現
が
本
村
に
と
っ
て

の
人
口
減
少
対
策
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
新
年
度
予
算
に
は
、
そ

の
施
策
に
か
か
る
事
業
費
を
計
上

す
る
。
議
員
各
位
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
た
い
。

質
問　

公
共
施
設
の
樹
木
や
村
道

の
街
路
樹
の
欠
損
部
分
の
捕
植
等

の
対
応
に
つ
い
て

副
村
長　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
樹

木
の
欠
損
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
原

因
と
し
て
病
害
虫
や
植
樹
枡
の
土

壌
等
に
問
題
が
あ
る
ケ
ー
ス
、
根

上
が
り
に
よ
る
舗
装
の
損
傷
を
維

持
管
理
上
の
問
題
に
よ
り
再
植
を

行
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
、
落
ち
葉

等
の
処
理
に
関
し
て
近
隣
住
民
か

ら
の
要
望
に
よ
り
再
植
を
行
っ
て

い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
病
害
虫

や
土
壌
に
起
因
す
る
対
策
と
し
て
、

防
除
の
徹
底
や
土
壌
の
入
れ
替
え

等
を
行
い
、
出
来
る
だ
け
早
く
補

植
を
行
う
。
根
上
が
り
が
起
因
す

る
対
策
と
し
て
、
再
発
を
防
ぐ
た

め
に
違
う
種
類
の
植
樹
等
、
十
分

検
討
し
取
り
組
ん
で
い
く
。
落
ち

葉
等
の
処
理
が
起
因
す
る
対
策
と

し
て
、
地
元
自
治
会
や
関
係
者
と

十
分
協
議
し
て
、
ご
理
解
い
た
だ

け
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

質
問　

各
地
域
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

的
な
集
会
場（
憩
い
の
場
）の
整
備

に
つ
い
て

村
長　

長
寿
社
会
で
の
高
齢
者
の

地
域
で
の
居
場
所
や
役
割
は
大
変

重
要
で
、
本
村
も
そ
の
施
策
と
し

て
舟
橋
村
健
康
構
想
の
高
齢
者
世

代
が
地
域
の
中
に
楽
し
み
や
居
場

所
を
見
つ
け
る
た
め
の
エ
イ
ジ
レ

ス
カ
フ
ェ
事
業
を
今
年
度
か
ら
進

め
て
い
る
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
」

は
、
高
齢
者
世
代
の
受
け
皿
と
し

て
重
要
で
あ
る
が
、
単
に
施
設
整

備
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
既
存

施
設
の
舟
橋
会
館
や
京
坪
川
河
川

公
園
、
地
区
公
園
等
も
立
派
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
の
場
で
あ
り
、

有
効
活
用
の
上
で
不
足
す
る
機
能

を
整
備
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
住
民
の
ニ
ー
ズ

を
十
分
に
把
握
し
、
住
民
の
意
見

や
提
案
を
具
現
化
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
村
を
目
指
し
、
今
後
と
も

住
民
の
皆
様
と
一
緒
に
舟
橋
村
の

未
来
を
創
造
し
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　12月定例村議会が12月9日㈫～12日㈮に開催さ
れ、今年度一般会計補正予算、舟橋村障害程度区
分審査会の委員の定数等を定める条例の一部改正
など 4議案を可決し、閉会しました。
　明和善一郎、塩原 勝、森 弘秋の各氏が行った
一般質問の概要は以下のとおりです。

一
般
質
問
の
主
な
も
の

［人事案件］
・教育委員　　杉田　勲氏（竹内）再任
・常願寺川右岸水防市町村組合議会議員

　長瀬榮市氏（東芦原）
・常願寺川右岸水防市町村組合議会議員

杉田　正氏（竹内）
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受
付
期
間

平
成
27
年
1
月
13
日
㈫
～
23
日
㈮

受
付
場
所

役
場
生
活
環
境
課

℡
４
６
４

−

１
１
２
１

学
童
保
育
室

℡
４
６
３

−

６
５
６
６

対
象
児
童

　

保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼
間

家
庭
に
い
な
い
、
小
学
校
1
～
3

年
生
の
児
童

※
4
～
6
年
生
の
児
童
に
つ
い
て

は
、
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
に

の
み
相
談
に
応
じ
ま
す
。

学
童
保
育
時
間

・
月
曜
日
～
金
曜
日

午
後
2
時
～
6
時

（
学
校
の
行
事
等
で
午
後
2
時
前

の
下
校
日
に
つ
い
て
は
、
下
校
時

間
に
合
わ
せ
随
時
対
応
し
ま
す
。）

・
土
曜
日

午
前
9
時
～
午
後
6
時

♦２月16日（月）～３月16日（月）
（土、日除く）

・
学
校
休
業
日
、
夏
休
み
、
冬
休
み
、

春
休
み

　

午
前
8
時
～
午
後
6
時

休
　
日

日
曜
日
、
祝
日
、

8
月
13
日
～
8
月
16
日
、

12
月
29
日
～
１
月
3
日

利
用
料

・
半
日（
放
課
後
）の
利
用
料

１
回
５
０
０
円

（
利
用
料
４
０
０
円
、
お
や
つ
代

等
実
費
１
０
０
円
）

・
一
日（
学
校
休
業
日
）の
利
用
料

１
回
１
、０
０
０
円

（
利
用
料
８
０
０
円
、
お
や
つ
代

等
実
費
２
０
０
円
）

　

た
だ
し
、
月
の
上
限
額
を
５
、

０
０
０
円
（
8
月
の
み
７
、０
０
０

円
）
と
し
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
に
つ
い
て

利用を希望される方は、学童保育利用申請書を期日までに提出してください。
（申請書は、生活環境課又は学童保育室でお受け取りください。）

平
成
27
年
度
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
の
受
付
を

い
た
し
ま
す
。

舟橋村申告相談の日程

問い合わせ先　　生活環境課　℡４６４−１１２１

新
１
年
生
は
４
月
１
日
よ
り

利
用
で
き
ま
す

問い合わせ先　
総務課　℡ 464-1121

魚津税務署　℡ 0765-24-1370

確定申告のお知らせ

２月号で、くわしい確定申告の
お知らせをいたします。

♦役場２階　視聴覚室　午前９時～11時
午後１時～４時
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村内ニュース

♠
♥
♣
♦
♠
♥
♣
♦

11月19日㈬

11月28日㈮

12月6日㈯

　

舟
橋
会
館
に
て
開
催
さ
れ

た
交
通
安
全
い
き
い
き
教
室
。

上
市
区
域
交
通
安
全
協
会
舟

橋
支
部
の
主
催
で
実
施
さ
れ

た
教
室
に
は
、
村
内
の
高
齢

者
約
30
人
が
参
加
。
県
内
で

も
15
分
に
１
回
の
割
合
で
交

通
事
故
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
や
、
道
路
を
渡
る
と
き
の

「
ま
み
む
め
も
」
が
紹
介
さ

れ
、
反
射
材
の
大
切
さ
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

舟
橋
小
学
校
4
年
生
は
リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
学
習
す
る
た
め
に
、

水
橋
市
田
袋
に
あ
る
株
式
会
社
ア

ル
ト
を
見
学
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

富
山
県
か
ら
「
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
員
」
に
委
嘱
さ
れ
て
い

る
小
林
泰
治
（
竹
鼻
）
さ
ん
が
講

師
と
し
て
随
行
さ
れ
ま
し
た
。
ア

ル
ト
で
は
、
回
収
さ
れ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
が
大
型
機
械
で
粉
砕
さ
れ

た
り
、
空
き
缶
３
０
０
個
が
小
さ

く
プ
レ
ス
さ
れ
た
り
す
る
様
子
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ

れ
ら
が
ま
た
資
源
に
生
ま
れ
変
わ

る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
ご

み
の
分
別
化
・
少
量
化
の
大
切
さ

を
学
び
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
に
リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
確

認
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
40
回
目
を
迎
え
た
中
新
川
郡

更
生
保
護
大
会
が
舟
橋
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
舟
橋
村
・
上
市
町
・
立

山
町
の
関
係
者
約
80
名
が
参
加
。
中
新

川
郡
更
生
保
護
協
力
会
会
長
の
金
森
村

長
が
「
今
後
、よ
り
一
層
、地
域
・
学
校
・

関
係
団
体
と
一
体
と
な
っ
た
防
犯
体
制

を
強
化
し
、
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会

の
実
現
に
傾
注
し
て
ま
い
り
た
い
」
と

挨
拶
し
た
ほ
か
、
長
年
に
わ
た
り
更
生

保
護
活
動
に
尽
力
し
、「
明
る
い
地
域

社
会
づ
く
り
」
に
貢
献
さ
れ
た
3
名
の

皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。
ま
た
、
八

木
真
一
富
山
保
護
観
察
所
長
か
ら
「
更

生
保
護
の
課
題
と
方
向
性
」
に
つ
い
て

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

交通安全いきいき教室が開催されました

中
新
川
郡

更
生
保
護
大
会

ま
…
待
つ

み
…
見
る

む
…
無
理
し
な
い

め
…
目
立
つ

も
…
も
う
一
度
見
る

とやま環境チャレンジ10 環境チャレンジ教室

　

舟
橋
村
保
育
所
の
生
活
発
表
会
が
舟
橋

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
１

３
６
名
が
日
頃
の
生
活
の
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。
年
長
児
の
そ
ら
組
、
年
中
児
の

ほ
し
組
に
よ
る
合
唱
や
合
奏
の
後
、
０
歳

の
子
供
た
ち
か
ら
年
長
児
の
そ
ら
組
ま
で
、

表
現
遊
び
や
劇
を
披
露
。
緊
張
か
ら
泣
い

て
し
ま
う
子
供
も
い
ま
し
た
が
、
元
気
い

っ
ぱ
い
に
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

生
活
発
表
会
開
催

11月26日㈬
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村
史
に
拾
う
⑧

何
か
面
白
い
事
の
始
ま
り

　

一
昨
年
十
月
四
日
㈮
、
い
つ
も
の
よ
う
に
村

史
編
纂
室
に
出
勤
す
る
と
既
に
須
山
編
纂
委
員

長
が
業
務
を
始
め
て
お
ら
れ
た
。
挨
拶
を
交
わ

し
編
纂
の
仕
事
を
始
め
て
い
た
ら
、
須
山
先
生

が
「
何
か
面
白
い
事
に
な
っ
て
き
た
」
と
言
わ

れ
る
。
何
事
か
と
話
を
聞
く
と
、
富
山
大
空
襲

体
験
記
で
あ
る
「
八
月
二
日
、
天
ま
で
焼
け
た
」

の
著
者
、
中
山
伊
佐
男
さ
ん
が
ど
う
も
舟
橋
村

に
一
時
疎
開
し
て
お
り
、
今
日
疎
開
先
で
あ
っ
た

明
和
家
に
来
ら
れ
髙
野
教
育
長
と
会
い
に
行
く

と
の
事
で
あ
っ
た
。

兄
姉
妹
」
と
あ
る
か
ら
、
叔
母
さ
ん
が
お

嫁
さ
ん
で
遠
い
親
戚
に
あ
た
る
。
も
っ
と
も

中
山
氏
の
ご
両
親
は
富
山
の
人
な
の
で
親
戚

が
舟
橋
村
に
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

さ
て
明
和
俊
一
さ
ん
宅
に
入
っ
て
暫
く
し

て
、
ご
当
人
の
中
山
氏
、
奥
様
、
そ
し
て
同

行
カ
メ
ラ
マ
ン
の
三
名
が
や
っ
て
来
た
。
家

の
中
で
は
当
主
の
俊
一
夫
妻
、
本
家
の
玄
三

さ
ん
、
我
々
三
人
が
待
ち
受
け
て
い
た
。
挨

拶
後
、
中
山
氏
は
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
ら

れ
た
。

止
ど
ま
ら
な
い
話
が
続
き
…

　

短
い
紹
介
の
後
直
ぐ
話
が
始
ま
る
。
こ
ち
ら

か
ら
問
い
か
け
る
迄
も
な
く
、
中
山
氏
自
身
か

ら
そ
れ
こ
そ
、
次
か
ら
次
へ
と
空
襲
時
の
体
験

が
語
ら
れ
る
。
内
容
は
殆
ど
『
八
月
二
日
…
』

と
重
複
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
克
明
か
つ

鮮
明
で
あ
り
、
周
り
か
ら
口
を
差
し
挟
む
余
地

は
無
く
滔
々
と
語
ら
れ
た
。
戦
災
当
時
十
五
歳

と
言
う
思
春
期
で
拭
い
難
い
鮮
烈
な
記
憶
が
純

然
と
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
の
だ
。
編
纂
委

員
と
し
て
は
舟
橋
村
の
事
を
聞
き
た
い
の
は
山

々
だ
が
、
と
て
も
空
襲
時
の
体
験
談
を
止
め
る

事
が
出
来
な
い
。
話
の
内
容
が
明
和
家
に
入
っ

て
き
た
の
で
よ
う
や
く
こ
ち
ら
か
ら
話
し
か
け

る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

須
山
先
生
か
ら
舟
橋
村
文
書
の
コ
ピ
ー
が
手

渡
さ
れ
、
現
物
も
お
見
せ
す
る
。
中
山
氏
は
初

め
て
の
事
で
感
じ
入
っ
た
様
子
が
見
受
け
ら
れ

た
。
そ
し
て
言
わ
れ
る
「
こ
れ
は
大
変
貴
重
な

も
の
で
、
文
化
財
と
言
っ
て
も
良
い
も
の
だ
」

と
。
確
か
に
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
又
と
無
い

記
録
で
、
歴
史
の
一
部
を
伝
え
る
文
化
財
に
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
記
入
さ
れ
て
い
る

ご
本
人
が
こ
う
し
て
そ
の
記
録
を
見
、
そ
の
史

実
が
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
現
実
に
又
感

動
し
て
し
ま
う
。

『
八
月
二
日
、天
ま
で
焼
け
た
』

著
者
中
山
伊
佐
男
氏
と
の
会
見
記

村
史
編
さ
ん
委
員　

前
田
　

稔

不
思
議
な
縁
が

　

私
自
身
と
し
て
も
中
山
氏
が
空
襲
時
居
ら
れ

た
富
山
市
泉
町
に
ほ
ど
近
く
過
ご
し
た
者
で
あ

り
（
現
在
東
町
三
丁
目
）、
奥
田
用
水
脇
は
柳

町
保
育
園
、
柳
町
小
学
校
へ
の
通
学
路
で
あ
っ

た
縁
も
あ
り
、
時
代
は
違
う
が
近
所
の
住
民
で
、

氏
が
そ
の
ま
ま
富
山
に
居
た
な
ら
同
じ
景
色
を

見
て
い
た
と
思
う
と
何
だ
か
近
し
い
人
に
思
え

て
き
た
。

　

帰
宅
後
、
本
を
読
み
返
し
又
語
ら
れ
た
内
容

か
ら
し
て
、
空
襲
に
遭
遇
し
た
家
は
五
軒
長
屋

の
真
ん
中
に
あ
っ
た「
稲
野
履
物
店
」で
あ
ろ
う
。

そ
こ
は
現
在
も
長
屋
然
と
し
て
お
り
、
奥
田
用

水（
残
念
だ
が
か
つ
て
の
情
緒
が
失
わ
れ
て
い
る
）

の
向
か
い
に
は
堀
田
薬
局
が
あ
り
（
今
は
廃
業
）、

現
在
も
風
情
あ
る
路
地
が
残
っ
て
い
る
町
で
あ

る
。
蛇
足
な
が
ら
私
自
身
は
昭
和
二
十
七
年
生

ま
れ
、
子
供
の
頃
の
記
憶
か
ら
し
て
当
時
も
色

町
の
風
情
が
相
当
有
り
（
見
番
が
在
り
街
灯
が

屋
台
造
り
な
ど
）、
現
在
も
料
亭
が
何
軒
も
あ
り

富
山
市
内
に
は
少
な
い
歴
史
性
を
帯
び
た
町
で

あ
る
。
又
私
の
母
は
稲
荷
町
生
ま
れ
で
、
戦
災

当
時
は
不
二
越
鋼
材
工
業
㈱
で
秘
書
を
し
て
お

り
、
天
神
様
（
柳
町
天
満
宮
）
で
空
襲
に
遭
い
、

赤
江
川
方
面
へ
逃
げ
た
と
聞
い
て
い
た
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
中
山
氏
と
私
は
、
富
山
市
、

舟
橋
村
と
い
う
共
通
項
を
持
ち
、
母
親
も
同
じ

場
所
で
空
襲
体
験
し
て
い
る
不
思
議
な
縁
を
感

じ
た
。
二
時
間
弱
の
会
見
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
、

帰
り
際
中
山
氏
か
ら
『
八
月
二
日
、
天
ま
で
焼

け
た
』
を
舟
橋
村
図
書
館
へ
謹
呈
し
て
い
た
だ

い
た
。
い
つ
か
機
会
が
あ
れ
ば
再
び
舟
橋
へ
来

て
頂
き
、
又
お
話
を
伺
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

ん
で
お
ら
れ
、
中
山
伊
佐
男
さ
ん
の
名
が
記
載

さ
れ
て
い
た
事
も
ご
存
知
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

同
一
人
物
だ
と
ピ
ン
と
来
た
と
言
わ
れ
る
。
私

自
身
そ
の
本
は
持
っ
て
お
り
、
著
者
で
あ
る
事

を
思
い
出
し
た
。
し
か
し
そ
れ
が
本
当
に
同
一

人
物
で
あ
る
か
ど
う
か
確
信
は
も
て
な
か
っ
た
。

　

そ
の
内
、
教
育
長
も
話
に
加
わ
り
、
明
和
家

の
話
か
ら
や
は
り
同
一
人
物
に
間
違
い
な
い
よ

う
だ
と
思
わ
れ
た
。
中
山
氏
ご
本
人
は
前
日
富

山
大
学
で
講
話
さ
れ
、
テ
レ
ビ
で
報
道
も
さ
れ

て
い
た
。
今
回
の
訪
問
は
お
そ
ら
く
疎
開
後
初

め
て
の
事
で
、
取
材
も
兼
ね
て
い
る
と
の
事
ら

し
い
。
私
も
村
史
編
纂
委
員
と
し
て
同
行
す
る

事
と
な
り
、
疎
開
当
時
の
村
の
様
子
を
聞
き
取

り
た
い
と
思
っ
た
。

『
八
月
二
日
、
天
ま
で
焼
け
た
』の
著
者
と
確
信

　

昼
帰
宅
し
、
書
棚
に
あ
っ
た
本
を
拾
い
読
み
す

る
と
、
一
九
五
頁
目
に
～
舟
橋
村
で
～
と
の
項
が

立
て
ら
れ
て
お
り
、
よ
う
や
く
間
違
い
な
い
事
が

判
明
し
た
。
午
後
二
時
役
場
を
出
、
海
老
江
の

明
和
家
を
訪
れ
る
。
こ
の
明
和
家
は
俊
一
さ
ん
宅
、

北
隣
の
立
派
な
門
が
あ
る
明
和
玄
三
さ
ん
宅
は

本
家
で
、
こ
こ
へ
は
一
昨
年
末
大
雪
の
日
に
村
史

取
材
で
訪
れ
て
い
た
お
宅
で
あ
る
。
中
山
氏
は
明

和
家
の
親
戚
で
あ
り
、
本
に
も
「
ぼ
く
の
父
の
従 「戦災者受入簿」に記されている

自分の名に見入る中山氏

中山夫妻を囲んで（明和俊一宅にて）
　

須
山
先
生

は
村
史
の
中

で
戦
中
戦
後

部
分
の
執
筆

担
当
で
あ
っ

た
事
か
ら
、

舟
橋
村
文
書

の
「
戦
災
者

受
入
名
簿
」

や
「
戦
災
者

返
還
物
資
配

給
台
帳
」
な

ど
を
既
に
読

前
田　

稔
（
ま
え
だ
み
の
る
）

現
在
、
舟
橋
村
社
会
教
育
委
員
、
図
書
館

協
議
会
委
員
、
民
生
委
員
。
現
代
史
担
当

国
重
在
住
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“バンドリー”講座カレンダー（１月）
講　座　名 対　象 日 時　間 場　所 会員参加費（いずれかを選択）

ふれあいバドミントン 親子・一般 8日㈭・15日㈭
22日㈭・29日㈭

19：45〜
21：00 舟橋小学校体育館 200円/回 500円/月

キッズ
スポーツ 年中・年長 7日㈬・14日㈬

21日㈬・28日㈬
17：00〜
18：00 舟橋村役場 3階 2,000円/月

フラダンス 一 般 7日㈬・21日㈬
28日㈬

13：30〜
14：30 舟橋会館研修室4 500円/回

やさしいヨガ 一 般 6日㈫・13日㈫
20日㈫・27日㈫

10：00〜
11：00 舟橋会館 大広間 300円/回

健康教室 一 般 9日㈮・23日㈮ 9：30〜
11：00 舟橋会館研修室4 200円/回

キンボール

小学生

7日㈬・14日㈬
21日㈬・28日㈬

18：30〜
20：30

舟橋中学校体育館 200円/回 500円/月

10日㈯・17日㈯
24日㈯

14：30〜
16：30

中学生以上

7日㈬・14日㈬
21日㈬・28日㈬

18：30〜
20：30

10日㈯・17日㈯
24日㈯

15：00〜
18：30

会員限定

〈問い合わせ先〉▲

バンドリー事務局
（舟橋文化スポーツクラブ/舟橋中学校体育館内）
TEL・FAX 464−1456（留守時、転送）
または090-3298-1456▲

舟橋村教育委員会（舟橋会館内）
月〜金　8：30〜17：00　TEL 464−1126

麻雀大会
日時　　1月25日（日）

8：00～（受付開始）
場所　　舟橋村役場3階

参加費等は、チラシを参照ください。

○ 泥棒に入られた！（泥棒を見た！）
○ ひったくり（置引）にあった！
○ けんかをしている！（暴行を受けた！）
○ 交通事故が起きた！
○ 道路に寝ている人がいる！
○ 不審な者がいる！
○ その他、緊急に警察官に来て欲しい！

１月１０日は　１１０番の日
～１１０番は緊急通報電話です！～

～通報場所の住所がはっきりわからないときは～
※「電柱」があれば場所がわかります！北陸電飾のマーク付きのプレー
トを読み上げてください。（係員がお尋ねします。）

こんなときは、
迷わず
１１０番を�

１１０一口メモ 緊急でないときは「♯9110」
（警察本部の相談電話）をはじ
めとする各種相談電話の窓口、
または
　上市警察署へ 472-0110
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者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
Ⅱ
a
以
上
の

方

◦
特
別
障
害
者

　

身
体
障
害
者
（
１
、２
級
）に
準
ず
る

要
介
護
4
以
上
で
、か
つ
、障
害
高
齢
者

の
日
常
生
活
自
立
度
が
Ｂ
2
以
上
の
方

　

知
的
障
害
者
（
重
度
）に
準
ず
る

要
介
護
3
以
上
で
、か
つ
、認
知
症
高
齢

者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
Ⅲ
a
以
上
の

方
※
認
定
基
準
日
は
、
平
成
26
年
12
月
31
日

現
在
の
状
況
で
判
定
し
ま
す
。

［
所
得
控
除
額
］

・
障
害
者　

所
得
税�

27
万
円

住
民
税（
村
県
民
税
）�

26
万
円

・
特
別
障
害
者　

所
得
税�

40
万
円

住
民
税（
村
県
民
税
）�

30
万
円

　

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課　

℡
４
６
４

−

１
１
２
１

入
札
結
果
を
公
表
し
ま
す

（
金
額
は
税
込
）

11
月
20
日

海
老
江
地
内
配
水
管
布
設
替
工
事

落
札
業
者　

㈲
栄
光
設
備
工
業
所

落
札
金
額　

２
、３
０
０
、４
０
０
円

11
月
28
日

村
道
舟
橋
寺
田
線
整
備
工
事

落
札
業
者　

野
沢
工
業
㈱

落
札
金
額　

４
、７
５
２
、２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

℡
４
６
４

−

１
１
２
１

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
い
ざ

と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な

で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組

み
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的
年
金
に

加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年

を
と
っ
た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト　

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
交
付
し
ま
す

　

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く
て

も
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
左

記
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
は
、
税
法
上

の
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
対
象
者
と
し
て
認
定
さ
れ
れ
ば
、
所

得
税
や
住
民
税（
村
県
民
税
）の
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

◦
認
定
を
受
け
る
に
は
？

　

・
印
鑑

　

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

　

を
ご
持
参
の
上
、
生
活
環
境
課
で
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
で
き
る
人
は
？

　

・
本
人
ま
た
は
親
族
の
方

　

認
定
さ
れ
ま
し
た
ら
、「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。
所
得
税
や

住
民
税
（
村
県
民
税
）
の
申
告
の
際
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
認
定
書
を
交
付
さ
れ
て
い
る

方
は
、
村
で
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
を
確

認
し
ま
す
。
該
当
し
な
い
場
合
は
、「
障
害

者
控
除
対
象
者
非
該
当
通
知
書
」
を
送
付
し

ま
す
。

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人

が
加
入
し
、保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。

　

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、

安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の

老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事

故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま

す
。
ま
た
遺
族
年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡

し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配

偶
者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

　
　
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

★
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
の
方
は
、
一
般
的
に
所
得
が
少
な

い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
1
年
以
上
で

あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本

分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

★
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本

人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

魚
津
年
金
事
務
所

℡
０
７
６
５

−

２
４

−

１
４
９
４

65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ

［
認
定
の
基
準
］

◦
障
害
者

　

身
体
障
害
者
（
3
～
6
級
）に
準
ず
る

要
介
護
2
以
上
で
、か
つ
、障
害
高
齢
者

の
日
常
生
活
自
立
度
が
Ｂ
１
以
上
の
方

　

知
的
障
害
者
（
軽
度
・
中
度
）に
準
ず
る

要
介
護
２
以
上
で
、か
つ
、認
知
症
高
齢

～
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
～

ひ
き
こ
も
り
等

家
族
相
談
の
ご
案
内

　

ひ
き
こ
も
り
の
お
子
さ
ん
を
支
え
て
い
る

ご
家
族
の
気
持
ち
が
楽
に
な
る
よ
う
に
専
門

家
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す

の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

平
成
27
年
1
月
28
日
㈬

場
　
所　

富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

助
言
者　

臨
床
心
理
士

☆
家
族
相
談（
座
談
会
）

お
子
さ
ん
を
支
え
て
い
る
ご
家
族
の
サ
ポ

ー
ト�

午
後
2
時
～
3
時
30
分

☆
個
別
相
談（
希
望
者
）午後

3
時
30
分
～
5
時

※
相
談
希
望
の
方
は
事
前
に
左
記
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
班

上
市
町
横
法
音
寺
40　
℡
４
７
２

−

０
６
３
７
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ど
う
や
っ
て
申
請
す
る
の
？

・
す
ま
い
給
付
金
事
務
局
に
申
請
し
ま
す
。

　
（
確
定
申
告
と
は
別
に
行
い
ま
す
）

・
申
請
は
引
き
渡
し
か
ら
１
年
以
内
が
期
限

で
す
。

・
申
請
後
、
約
1.5
～
2
ヶ
月
で
現
金
が
振
り

込
ま
れ
ま
す
。

ど
ん
な
ケ
ー
ス
が
対
象
に
な
る
の
？

・
持
分
を
共
有
し
て
い
れ
ば
、
配
偶
者
の
方

で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
ロ
ー
ン
を
組
ま
れ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
現

金
で
購
入
さ
れ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
中
古
住
宅（
個
人
間
売
買
除
く
）も
対
象
で
す
。

・
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
と
併
用
で
き
ま
す
。（
す
ま

い
給
付
金
と
は
別
の
手
続
き
が
必
要
で
す
）

ど
の
く
ら
い
の
金
額
が
受
け
取
れ
る
の
？

・
収
入
に
応
じ
て
最
大
30
万
円
（
消
費
税
率

8
％
時
）
受
け
取
れ
ま
す
。

・
持
分
を
共
有
し
て
い
る
場
合
は
持
分
割
合

を
乗
じ
た
金
額
に
。

「
す
ま
い
給
付
金
」

◦
平
成
26
年
度
に
改
正
さ
れ
た
最
低
賃
金

は
、
左
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

◦
地
域
別
最
低
賃
金
と
特
定
最
低
賃
金
の
両

方
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
高
い
方
の
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◦
最
低
賃
金
の
適
用
を
受
け
る
労
働
者
に
対

し
、
そ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
、
法
違
反
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き

は
、
ま
ず
『
申
請
』
が
必
要
で
す
。

１
申　

請

　

舟
橋
村
の
生
活
環
境
課
（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
代
行

依
頼
可
）
に
申
請
手
続
き
を
し
ま
す
。【
申

請
に
必
要
な
も
の
①
認
定
申
請
書
②
介
護
保

険
証
③
主
治
医
意
見
書
】

2
訪
問
調
査
を
実
施

　

親
族
等
の
立
会
の
も
と
、認
定
調
査
員（
中

新
川
広
域
職
員
）
が
訪
問
調
査
し
ま
す
。

3
介
護
認
定
審
査
会
に
よ
る
審
査
判
定

　

訪
問
調
査
の
結
果
や
主
治
医
の
意
見
書
な

ど
を
も
と
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
専
門

家
で
構
成
す
る
介
護
認
定
審
査
会
で
審
査
判

定
し
ま
す
。

4
認
定
結
果
を
通
知

　

原
則
、
申
請
日
か
ら
30
日
以
内
に
認
定
結

果
通
知
と
結
果
を
記
載
し
た
保
険
証
を
本
人

に
送
付
し
ま
す
。
認
定
さ
れ
た
方
は
『
要
支

援
1
、
2
』、『
要
介
護
1
～
5
』
の
区
分
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
要
支
援
、
要
介
護
に
該

当
し
な
い
場
合
は
『
非
該
当
』
と
な
り
ま
す
。

5
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成

　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
を
受

け
る
た
め
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
依
頼
し
ま
す
。

（
依
頼
先
）

『
要
支
援
1
、
2
』
⇩

舟
橋
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
保
険
ア
レ
コ
レ

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は
？

『
要
介
護
1
～
5
』
⇩

各
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
等

6
介
護
サ
ー
ビ
ス
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

を
利
用

　

各
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
は
1
割

で
す
。

◆
1
月
の
保
険
料
（
65
歳
以
上
の
方
）

★
特
別
徴
収　

あ
り
ま
せ
ん
（
2
月
の
公
的

年
金
支
払
時
に
天
引
き
さ
れ
ま
す
。）

★
普
通
徴
収　

第
7
期
（
2
月
2
日
㈪
納
期

限
）（
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
方
は
、

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。）

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

介
護
保
険
課　

℡
４
６
４

−

１
３
１
６

富
山
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
！

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

富
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
富
山
市
神
通
本
町
１

−

５

−

５
）

℡
４
３
２

−

２
７
３
５

４
３
２

−

６
０
８
９

１
月
18
日
は

『
１
１
８
番
の
日
』
で
す

　

１
１
８
番
は
、
海
上
保
安
庁
の
緊
急
通
報

用
電
話
番
号
で
す
。

　

海
上
に
お
け
る
事
件
・
事
故
な
ど
次
の
よ

う
な
場
合
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

・
海
難
や
人
身
事
故
に
遭
遇
し
た
、
ま
た
は

目
撃
し
た
。

・
油
の
排
出
等
を
発
見
し
た
。

・
見
慣
れ
な
い
船
、
不
審
な
船
を
発
見
し
た
。

・
密
航･

密
輸
事
犯
等
の
情
報
を
得
た
。

※
「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」、「
な
に
が
あ
っ
た
」
な

ど
を
簡
潔
に
落
ち
着
い
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

総
務
課�

広
報
・
地
域
連
携
室

℡
０
２
５

−

２
８
５

−

０
１
１
８

U
RL　

http://w
w
w
.kaiho.m

lit.
go.jp/09kanku/

最低賃金の種類 時間額（円） 発効日

富山県（地域別）最低賃金 728 H26.10.1
改
正
さ
れ
た
特
定
最
低
賃
金

玉軸受・ころ軸受、他に分類されないはん
用機械・装置、トラクタ、金属工作機械、
機械工具、ロボット、自動車・同附属品製
造業最低賃金

820 H26.11.19

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械
器具、情報通信機械器具製造業最低賃金 760 H26.12.11

百貨店、総合スーパー最低賃金 790 H26.11.15
１　富山県には、このほか、パルプ・紙・紙加工品製造業関係、鉄鋼業関係、アルミ関連等製造業関係、
　自動車（新車）小売業関係の4種類の特定最低賃金が定められておりますが、今年度の見直しはご
ざいませんでした。
２　各特定（産業別）最低賃金には適用除外（①年齢②技能習得中の者③清掃又は片付けの業務④産業
別に定められた適用除外業務）があり、該当する労働者には富山県（地域別）最低賃金が適用されます。
３　詳細は富山労働局ホームページ（http://toyama-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp）に掲載され
ております。

注

正
し
く
知
っ
て
賢
く
も
ら
お
う
！

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の
高
等
学
校

普
通
科
、
福
祉
教
育
、
生
涯
学
習
通
信
講
座

の
生
徒
・
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、無
料
の
案
内
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

※
案
内
書
・
願
書
の
請
求
は
左
記
ま
で
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ホ
ー
ム
ペ
ー
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http://w
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.n-gaku.jp

FAX

問
い
合
わ
せ
先

　

す
ま
い
給
付
金
事
務
局

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７
０

−

０
６
４

−

１
８
６

http://sum
ai-kyufu.jp
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適
正
飲
酒
に

　

努
め
ま
し
ょ
う
�

ミ
ニ
け
ん
こ
う
広
場
�

　

美
味
し
い
お
酒
を
楽
し
く
飲
ん
で

健
康
に
過
ご
す
に
は
「
正
し
い
お
酒

の
飲
み
方
」、す
な
わ
ち「
適
正
飲
酒
」

を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今

回
は
、
適
正
飲
酒
に
つ
い
て
簡
潔
に

整
理
し
て
あ
る
「
適
正
飲
酒
の
10
か

条
」
を
紹
介
し
ま
す
。

①
談
笑
し　

楽
し
く
飲
む
の
が
基
本

で
す

②
食
べ
な
が
ら　

適
量
範
囲
で
ゆ
っ

く
り
と

テ
ー
マ

行　　　事 対　象　者 実 施 期 日 受 付 時 間 場　　所 備　　　考

ちびっこひろば 生後3か月以上のお子
さんとその養育者の方 1月 9 日㈮ 午前9：30〜10：00 舟 橋 会 館

お気軽にお越しください
＊内容は、「救急法＆感染症
予防について」です

メ タ ボ 快 笑！
毎日快腸！教室

・健康に関心のある方
・定期的に運動をした
い方

1月 9 日㈮
午前9：00〜9：30 舟 橋 会 館

・村の保健指導対象者の方
以外は参加費が必要です

・詳細は、保健師までお問
い合わせください1月23日㈮

健 康 相 談
（担当：保健師・

管理栄養士）
相談を希望される方

1月 9 日㈮
午後1：00〜4：00

舟 橋 会 館

予約は不要です。お気軽に
お越しください
※23日は、「食事・栄養相談
日」です

1月23日㈮

1月30日㈮ 午後5：00〜7：30

乳幼児健康診査 ◦4か月児のお子さん
◦1歳6か月児のお子さん 1月21日㈬ 午後1：00〜1：30 舟 橋 会 館

◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳、健診票をご
持参ください

子 育 て 相 談
（担当：心理相談員）

相談を希望される方 1月21日㈬ 午後1：30〜3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です
お気軽にお越しください

母 乳 育 児 相 談
（担当：助産師）

相談を希望される方 1月21日㈬ 午後1：30〜3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です
お気軽にお越しください

３歳児健康診査 平成23年9月生まれの
お子さん 1月22日㈭ 午後1：00〜1：30 上市町保健福祉

総合センター

◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳、健診票等を
ご持参ください

子宮がん施設検診 20歳以上の方で希望さ
れる方 村から郵送された受診券を使用し

ます。手元に受診券がない方は、
生活環境課までご連絡ください

県内の婦人科病院
（県立中央病院と
富山大学附属病院
を除く）

＊70歳以上と節目の方は無料です
※胃・大腸・子宮・乳房がん検診
は、「富山県健康増進センター」
で受けることも可能です

＊大腸・乳房・子宮頸がん検診の
クーポンをお持ちの方はぜひご
活用ください

肺・胃・大腸・乳房
が ん 施 設 検 診

肺・胃・大腸：40歳以上
の方で希望される方

乳房：30歳以上の方で
　希望される方

「かみいち総合
病院」

「済生会富山病院」

◆　健康診査・教室・予防接種等のお知らせ　◆

ほけんだより

【問い合わせ先】生活環境課 保健師まで　ＴＥＬ４６４－１１２１

12
月
に

１
歳
6
か
月
児

健
康
診
査
を
受
け
た

お
友
達

③
強
い
酒　

薄
め
て
飲
む
の
が
オ
ス

ス
メ
で
す

④
つ
く
ろ
う
よ　
週
に
二
日
は
休
肝
日

⑤
や
め
よ
う
よ　

き
り
な
く
長
い
飲

み
続
け

⑥
許
さ
な
い　

他
人（
ひ
と
）へ
の
無

理
強
い
・
イ
ッ
キ
飲
み

⑦
ア
ル
コ
ー
ル　

薬
と
一
緒
は
危
険

で
す

⑧
飲
ま
な
い
で　
妊
娠
中
と
授
乳
期
は

⑨
飲
酒
後
の
運
動
・
入
浴　

要
注
意

⑩
肝
臓
な
ど　
定
期
検
査
を
忘
れ
ず
に

　

1
月
は
、
お
正
月
・
新
年
会
と
飲

酒
を
す
る
機
会
が
増
え
る
時
期
で
す
。

飲
み
過
ぎ
に
は
注
意
し
、
適
正
飲
酒

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

山
や ま

田
だ

拓
た く

遼
と

くん
（東芦原）

中
な か

川
が わ

希
の ぞ

美
み

ちゃん
（国重）

井
い の

上
う え

美
み

奈
な

ちゃん
（稲荷）
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こんにち
は図書館です
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おはなし会
新着図書

＊一般書
はやぶさ２の真実�―どうなる日本の宇宙探査―

松 浦 普 也
2000円から始める�ふるさと納税裏ワザ大全

金 森 重 樹
辞書には載らなかった不採用語辞典� 飯 間 浩 明

＊小説・エッセイ
ナオミとカナコ� 奥 田 英 朗
認知症の母にキッスされ� ねじめ正一
酒場のたわごと
―酔って語ってつぶれて眠る…オヤジの寝言―

なぎら健壱
遥かな道� 津 村 節 子

＊児童書
どうぶつ�たいじゅうそくてい� 高 畠 　 純
メリーさんのひつじ
―ほんとうにあったおはなし―� ウィル・モーゼス
家庭科室の日曜日� 村上しいこ
動物の見ている世界�―仕掛絵本図鑑―

ギヨーム・デュプラ

その他多数新着図書あります。

ＴＥＬ・ＦＡＸ４６３−５８３１
開館時間　平 日　10:00〜19:00（11月〜 3月は10:00〜18:00）

土・日　10:00〜17:00
休館日　　月曜日・祝日・毎月最終木曜日・蔵書点検日

●イソップおはなし会
1月17日㈯　午後 2時より　2階談話室

●ちっちゃなちっちゃな おはなし会
1月11日㈰
1月18日㈰
1月25日㈰

午前11時より
１階絵本コーナー

年末年始の休館のお知らせ

広報12月号では５日（月）まで休館と記載しましたが、
４日（日）は開館します。ただし、５日（月）は月曜日の
ため休館です。

12月28日（日）～ 1月3日（土）まで

11月28日㈮～30日㈰にパッチワーク
「和み」展が開催されました。

約200点が展示され、300名あまりの方が
それぞれの作品を楽しみました。
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日 月 火 水 木 金 土
1

元 旦
2 3

4 5

燃やせるごみ
6
プラスチック製
容器包装

7

燃やせるごみ
8

びん・缶
9

燃やせるごみ
10

11 12

成人の日
13
プラスチック製
容器包装

14

燃やせるごみ
15

燃やせないごみ
古紙類

16

燃やせるごみ
17

18 19

燃やせるごみ
20
プラスチック製
容器包装

21

燃やせるごみ
22 びん・缶
ペットボトル
紙製容器包装

23

燃やせるごみ
24

25 26

燃やせるごみ
剪定枝回収

27
プラスチック製
容器包装

28

燃やせるごみ
29 30

燃やせるごみ
31

2/1 2

燃やせるごみ
3
プラスチック製
容器包装

4

燃やせるごみ
5

燃やせないごみ
6

燃やせるごみ
7

平成27年1月ごみ収集日表
ごみ収集を次のとおり実施しますのでご確認ください。

◦問い合わせ先：生活環境課　TEL 464－1121◦

　※ごみの分別方法は「家庭ごみの出し方」でご確認ください。
　※1日㈭の「燃やせないごみ」、2日㈮・12日㈪の「燃やせるごみ」の収集はありません。

村の人口（12月1日現在）
前年同月

人口 3,069（− 8 ）3,072
男 1,491（− 2 ）1,489
女 1,578（− 6 ）1,583

世帯数 1,004（− 1 ）　 997
（　　）は前月比

編
集
後
記

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
12
月
10
日
の

日
の
出
で
す
。
12
月
は
初
旬
に
雪

が
積
も
り
、
な
か
な
か
天
気
の
良

い
日
が
無
い
中
、
表
紙
の
原
稿
締

め
切
り
直
前
の
チ
ャ
ン
ス
の
日
で

し
た
。
11
月
中
に
一
度
練
習
で
撮

り
、
当
日
は
カ
イ
ロ
を
常
備
し
、

缶
コ
ー
ヒ
ー
片
手
に
役
場
の
屋
上

か
ら
撮
影
し
ま
し
た
。
刻
々
と
昇

る
朝
日
の
暖
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
、

素
敵
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
は
「
未
年
」。
羊
は

群
れ
を
な
し
て
行
動
す
る
た
め
、

家
族
の
安
泰
や
平
和
を
も
た
ら
す

縁
起
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
一
年
、
皆
様
の
ご
家
族

が
笑
顔
で
素
敵
に
お
過
ご
し
に
な

り
ま
す
よ
う
に
。
ま
た
、
一
日
一

日
、
や
わ
や
わ
元
気
に
健
康
で
過

ご
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。�

お

お支払は便利な
口座振替を

ご利用ください

　

広
報
ふ
な
は
し
の
「
お
め
で
た
／
お
し
あ
わ
せ

に
／
お
く
や
み
」
欄
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

た
め
、ご
本
人
・
ご
家
族
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ
た
方

の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、届
出
の
際
に
窓
口
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
お
め
で
た
／
お
し
あ
わ
せ
に
／

お
く
や
み
】
欄
に
つ
い
て

・
笠
原
国
晃　

大
和　
　

国
重

・
青
山
幸
弘　

虎
ノ
介　

舟
橋

1
月
納
税

村
県
民
税�

４
期
分

国
民
健
康
保
険
税�

７
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

７
期
分

水
道
料

　※ごみは、収集日当日朝８時までに、決められた場所へ出してください。

収集日時　1月15日（木）
収集場所　 各地区資源ごみ（古紙類）集積所
対象物　　新聞類・ダンボール・雑誌
◦金属やプラスチック、ビニール等紙以外のものが含まれて
いるもの（ファイルやバインダー、辞書等）は対象外です。

古紙類の出し方について
◦ビニールひもで十文字に縛って出してください。収集場
所では、「新聞類」「ダンボール」「雑誌」を種類毎にまと
めて置いてください。
◦毎月第４木曜日収集の「紙製容器包装」と混同されない
よう、各ご家庭で正しく分別してから出してください。

問い合わせ先　生活環境課　TEL 464-1121

古紙類収集の実施について
各地区で指定された時間
内に出してください。（ ）


